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令和８年第１９回中野区教育委員会定例会 

○日時 

 令和８年８月７日（金） 

 開会 午後 ７時００分 

閉会 午後 ８時１７分 

○場所 

 中野区役所７階 教育委員会室 

○出席委員 

教育委員会教育長  田代 雅規 

教育委員会委員   岡本 淳之 

教育委員会委員   髙野 治人 

教育委員会委員   平本 紋子 

教育委員会委員   伊藤 亜矢子 

○出席職員 

教育委員会事務局次長              石崎 公一 

参事（子ども家庭支援担当）           森  克久 

子ども・教育政策課長              小堺  充 

指導室長                    井元 章二 

学務課長                    佐藤 貴之 

学校支援担当課長                関田 勇介 

子ども教育施設課長               原  太洋 

南台小学校長                  西  敏生 

中野東中学校長                 津村  慶 

○書記 

教育委員会係長            網野 愛子 

教育委員会係             神垣 真帆 

教育委員会係             始関 友海 

○会議録署名委員 

教育委員会教育長  田代 雅規 

教育委員会委員   髙野 治人 
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○傍聴者数 

１１人 
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○議事日程 

 １ 報告事項 

（１）教育長及び委員活動報告 

①７月１１日 合同進路相談会 

②７月１８日 第４４回町会連合会初期消火機器操法大会 

③８月４、５日 福島県田村市とのスポーツ交流 

 ２ 協議事項 

（１）英語教育の充実（指導室・南台小学校・中野東中学校） 
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○議事経過 

午後７時 00 分開会 

田代教育長 

 定足数に達しましたので、教育委員会第 19回定例会を開会いたします。 

 本日の夜の教育委員会は、夜間に教育委員会を開催することによりまして、昼間、教育委

員会を傍聴することが難しい方にも教育委員会を傍聴できる機会を設けるために実施して

おります。会議の進行につきましては通常の教育委員会と同じように進めてまいります。 

 初めに、傍聴の許可についてお諮りをいたします。 

 教育委員会の会議の傍聴人の数につきましては、中野区教育委員会傍聴規則第３条によ

り、20 人以内と定められておりますが、教育委員会が認めた場合には、20 人を超えること

ができることとされております。本日は、あらかじめ 20 人を超えて傍聴することを認めた

いと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

田代教育長 

 ご異議ありませんので、20 人を超えて会議を傍聴することを認めることに決定いたしま

した。 

 それでは、議事に入ります。 

 本日の会議録署名委員は、髙野委員にお願いいたします。 

 本日の議事は、お手元に配付の議事日程のとおりです。 

 それでは、日程に入ります。 

＜教育長及び委員活動報告＞ 

田代教育長 

 初めに、報告事項に入ります。教育長及び委員活動報告につきまして、事務局からご報告

をお願いします。 

子ども・教育政策課長 

 それでは、ご報告させていただきます。 

 ７月 11 日、合同進路相談会、７月 18 日、第 44 回町会連合会初期消化機器操法大会。８

月４日、５日、福島県田村市とのスポーツ交流。いずれも田代教育長がご出席されました。 

 報告は以上でございます。 

田代教育長 
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 各委員から活動報告等ございましたらお願いいたします。 

伊藤委員 

 ありがとうございます。８月２日に全国学校臨床心理士の研修会というのが京都であり

まして、全国から臨床心理士のスクールカウンセラーが集まる会だったのですけれども、

その中で臨床心理士のスクールカウンセラーや担当の文部科学省の方のお話がありました。 

 その中で特にご報告したいなと思いましたのは、やはり自死予防ですとか、不登校です

とか、様々なことがある中で、子どもに対して、心の健康についての知識や情報を、学校も

提供していくということが確実に行われるようにするという方向性がはっきりしてまいり

ましたので、ぜひ中野区でも、また先進的な取組があるといいなと思いました。 

 以上でございます。 

髙野委員 

 ７月 11 日に東京都医師会の学校医研修会に出席してまいりました。こちらは学校運動器

検診などについての講演がありまして、今のところ中野区の検診については、このままで

やり方についても問題ないかと思います。 

 以上です。 

田代教育長 

 ほかに各委員から活動報告等ございましたらお願いします。よろしいですか。 

 それでは、私から活動報告を３点いたします。 

 最初に、７月 11 日土曜日、中野区立総合体育館におきまして、中学校ＰＴＡ連合会主催

による合同進路相談会が開催されました。この相談会は、今年で７回目を迎えます。コロナ

禍においては開催が困難な状況もありましたが、中止するのではなく、子どもたちに進路

への目標や意欲を持たせたいとの思いから、ＰＴＡ会長の皆様が協力し、高等学校の校長

先生方に学校紹介動画を作成していただき、それを編集して区内の全中学校が視聴できる

ようにするなどの工夫を重ねてこられました。 

 そうした継続的な取組の成果もあり、今年度は都立、私立合わせて 73 校が参加し、各ブー

スで生徒や保護者に対して丁寧な説明を行ってくださいました。参加者数は、生徒と保護

者を合わせて 1,500 名を超え、大変盛況な相談会となりました。特に中学校３年生にとっ

ては、夏休みを前に進路について具体的な話を聞くことができ、自らの目標を見据えて学

習に取り組む、よい機会になったものと感じています。また、ＰＴＡ、学校、高等学校が連

携して、子どもたちの進路選択を支える中野区らしい取組であると改めて実感しました。 



 

 

－6－ 

 次に、７月 18 日土曜日に、町会連合会主催による初期消火機器操法大会が中野四季の森

公園イベント広場で開催されました。大会では、スタンドパイプ操法と、バケツリレーの競

技が行われ、スタンドパイプ操法には 11 町会、バケツリレーには 10 町会が参加しました。

また、今年度は中学校も参加し、スタンドパイプ操法には６校、バケツリレーには区内全９

校の中学校が参加しました。スタンドパイプ操法に参加した生徒たちは、中野消防署や野

方消防署の皆様から直接ご指導をいただき、本番に向けて練習を重ねました。 

 また、バケツリレーに参加したチームも、学校ごとに熱心に練習に取り組みました。３年

生が部活動の大会と重なったため、１年生が代わって出場した学校もありましたが、生徒

たちはそれぞれの役割をしっかり果たしていました。全ての中学校が参加するのは初めて

のことであり、大会は大いに盛り上がりました。競技の結果、スタンドパイプ操法の優秀中

学校は、第二中学校と中野東中学校、バケツリレーの優秀中学校は第二中学校と第五中学

校でした。 

 最後に、８月４日と５日の１泊２日で、中野区と田村市の中学生によるスポーツ交流事

業が実施されました。福島県田村市常葉町には、かつて中野区常葉少年自然の家があり、長

年にわたり両地域の交流が続いてきました。しかし、東日本大震災後、この施設は使用され

なくなりました。その後も、中野区と田村市との交流は途切れることなく、大人を中心とし

たスポーツ交流事業が継続されてきました。今回、その交流を次世代へつなげる取組とし

て、初めて中学生によるスポーツ交流事業が実現しました。 

 今回は、バスケットボールを通じた交流として、中野中学校男子バスケットボール部の

１・２年生、22 名が田村市を訪問しました。初日は田村市の農業協同組合の皆様のご協力

により、地元の新鮮な野菜を使ってカレーライスをつくりました。その後、田村市内の３校

の中学校バスケットボール部の皆さんと合同練習を行いました。２日目の午前中は交流試

合も実施され、競技を通じて互いに刺激を受けながら親睦を深めることができました。ま

た、午後はあぶくま洞を見学するなど、田村市の自然や文化に触れる機会となりました。参

加した生徒たちは、まるで合宿のように充実した時間を過ごしており、学校の枠を超えた

貴重な経験になったものと感じております。来年度は田村市の中学生が中野区を訪問する

予定となっております。今回の交流を契機として、両地域の結びつきがさらに深まり、生徒

たちの視野を広げる有意義な事業へと発展していくことを期待しています。 

 そのほか、発言がなければ委員活動報告を終了いたします。 

＜協議事項＞ 
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田代教育長 

 次に、本日の協議事項「英語教育の充実」についての協議に入ります。協議終了後、会議

を一旦休憩し、本日の協議テーマに関して傍聴の方のご意見をいただく時間を設けたいと

思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、英語教育の充実についての協議をいたします。 

 初めに、指導室から中野区教育委員会としての取組について説明をいただきます。その

後、小学校から１校、中学校から１校、本テーマについて、取組等の発表をしていただきま

す。小学校、中学校の発表の都度、教育委員の皆様からご意見を伺い、協議を進めてまいり

ます。 

 それでは、指導室長からお願いいたします。 

指導室長 

 私からは、本日の協議テーマである英語教育の充実について、現在の子どもたちの実態

と、区として進めている主な取組、そして今後の方向性についてご報告をいたします。 

 スライド２ページ目をごらんください。本区の英語教育の目的でございますが、中野区

では、グローバル社会を生きる子どもたちがまず英語を好きになり、実践的な英語力を身

につけることを目指しております。また、多様な文化や価値観を認め合う中野区の公立学

校の魅力向上にもつなげていきたいと考えております。 

 ３枚目をごらんください。こちらは英語教育実施状況調査において、ＣＥＦＲ Ａ１レベ

ル、英検３級相当以上の英語力を有すると考えられる生徒の割合でございますが、令和７

年度は 74.4％となってございます。およそ４人に３人の生徒が、英検３級相当の英語力に

到達している状況でございます。 

 次のスライドをごらんください。こちらはその推移でございます。中野区は令和４年度

の 62.7％から、令和７年度には 74.4％まで上昇しております。東京都や全国と比較しても

高い水準にあり、これまでの取組の成果があらわれているものと考えております。一方で、

さらなる向上を図るため継続的な取組が必要であると認識してございます。 

 次のスライドをごらんください。こちらは他自治体との比較でございます。中野区の

74.4％は、東京都平均を大きく上回る結果となってございます。一方で、高い成果を上げて

いるさいたま市や福井県では、80％を超える水準も見られます。こうした先進自治体の取

組も参考にしながら、中野区としてさらなる英語力向上を目指してまいります。 

 次のスライドをごらんください。こちらは、令和６年度から令和８年度に実施した英語
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の学力調査の、中学校３年生の結果でございます。知識・技能、思考・判断・表現ともに全

国を上回っている状況でございます。英語においては、知識、技能だけではなく、思考力、

判断力、表現力の育成が重要でございます。調査結果を分析しながら、実際のコミュニケー

ション場面で英語を活用できる力の育成に重点を置いた授業改善を進めているところでご

ざいます。 

 次のスライドをごらんください。こちらは、生徒の意識調査の結果でございます。英語を

使ってコミュニケーションを図ろうとする姿勢はいずれの年も「よくあてはまる」、「やや

あてはまる」の肯定的割合が全国を上回ってございます。引き続き、子どもたちが英語を学

ぶ楽しさや必要性を実感できる学習環境の充実を図ってまいります。 

 次のスライドをごらんください。ここからは現在行っております主な取組についてご紹

介をさせていただきます。 

 まずＡＬＴの活用です。今年度から、中学校への全日配置を実施しております。授業での

活用に加え、スピーキングテストの支援や個別学習の補助、イングリッシュカフェの実施

など、日常的に英語に触れる機会を増やしております。また、小学校１年生、２年生の外国

語活動や、学校生活全般での交流も推進しております。 

 次のスライドをごらんください。英語検定受験の促進です。全ての中学校３年生が英検

を受験できる環境を整えております。学校を準会場として活用し、受験料を区が負担する

ことで、生徒が挑戦しやすい仕組みを構築しております。 

 次のスライドをごらんください。英検サポートプログラムも現在実施してございます。

小学校６年生では英検ＥＳＧ、中学生では英検ＩＢＡを実施し、児童生徒一人ひとりの英

語力を把握してございます。その結果を指導改善に生かしながら段階的な英語力向上につ

なげてまいります。 

 次のスライドをごらんください。ＩＣＴの活用でございますが、ドリル型学習アプリに

よる基礎基本の定着に加え、英検ＡＩアプリの活用も試行的に進めております。特に「書く

こと」の力を高めるため、生徒一人ひとりの状況に応じた学習支援を、ＡＩを活用して行っ

ております。 

 次のスライドをごらんください。こちらはＴＯＫＹＯ ＧＬＯＢＡＬ ＧＡＴＥＷＡＹで

の体験型学習の様子でございます。小学校４年生を対象に、英語だけでコミュニケーショ

ンを行う体験活動を実施しております。実際の場面で英語を使う楽しさを感じることで、

学習意欲の向上につなげております。 
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 次のスライドをごらんください。中学校１年生を対象とした軽井沢少年自然の家での１

泊２日のイングリッシュキャンプも実施しております。ＡＬＴとともに英語で活動するこ

とで、英語を使うことへの抵抗感を減らし、コミュニケーション能力の向上を図っており

ます。 

 次のスライドをごらんください。児童生徒の英語力向上には、教員の指導力向上も欠か

せません。そのため、英語教育アドバイザーを活用し、年間３回の小中合同の教員向け研修

や検討委員会などを実施してきました。今後も授業改善につながる支援を継続してまいり

ます。 

 次のスライドをごらんください。これまで述べたほかにも、文部科学省の補助を受けて

英語デジタル教科書を全校に導入したり、中学生英語スピーチ発表会をなかのＺＥＲＯで

行ったり、ウェリントンの留学生と交流したりするなど、多様な取組を推進しております。

英語を学ぶだけでなく、英語を使う機会を積極的に創出しております。 

 最後に今後の方向性でございます。 

 次のスライドをごらんください。中野区では、ＣＥＦＲ Ａ１レベル相当以上の生徒の割

合を現在の 74.4％から 80％へと引き上げることを目標としております。そのために、今後

ＡＬＴを幼稚園やフリーステップルームで活用するなどのさらなる拡充を検討するととも

に、試行導入しているアプリを活用した指導方法の検証や、ホームページ等の広報媒体を

利用した英語力アップに向けた機運のさらなる醸成、そして教員の指導力のさらなる向上

を進めてまいります。 

 次のスライドをごらんください。本日、ご参加の皆様のご意見を踏まえまして、学校とと

もに英語教育を充実させてまいります。忌憚のないご意見をよろしくお願いいたします。 

 ご清聴ありがとうございました。 

田代教育長 

 それでは続いて、南台小学校から説明をお願いいたします。 

南台小学校長 

 中野区立小学校の英語教育の充実について報告をさせていただきます。南台小学校校長

の西敏生と申します。よろしくお願いいたします。 

 次のスライドをお願いします。まず、私が子どもの頃の公立学校での英語の学習につい

て、極端に話しますと、英文を読んだり、英語を書いたり、文法を覚えたりする内容に重点

が置かれ、テストに向けた知識や理解力は高まりますが、自分が伝えたいことを英語に置
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き換えて進んでコミュニケーションをとることには、つながりにくかったのを覚えていま

す。改めて現在の英語教育においては、子どもたちが言語や文化に対する理解を深め、外国

語を学ぶ意欲を持ち、多文化共生が進んだ社会において外国語におけるコミュニケーショ

ン能力を身につけることが重要視されています。 

 次のスライドをごらんください。平成 23 年度から５・６年生で外国語活動が行われるよ

うになり、その後、学習指導要領の改定で令和２年度から３・４年生で外国語活動、５・６

年生で外国語の学習を行うようになりました。３・４年生の外国語活動 35 時間と、５・６

年生の外国語 70 時間は国で定められた授業時数となります。１年間の登校日を 35 週間で

考えると、３・４年生の外国語活動は週に１回、５・６年生の外国語は週に２回行っている

ことになります。先ほどご説明があったとおり、１・２年生の外国語活動は中野区教育委員

会で定められた授業の時間となります。年間で２、３週間に１回行っていることになりま

す。また、各学年のＡＬＴ配置時数はスライドのとおりとなります。 

 次のスライドをごらんください。外国語活動や外国語で身につける力は国際的な基準を

もとに聞くこと、読むこと、話すこと（やり取り）、話すこと（発表）、書くことの５領域

に分けられています。小学校段階ではそのうち、聞くこと、話すことを重視した学習が展開

されています。例えば、「Ｉ ｃａｎ ｐｌａｙ ｔｅｎｎｉｓ．」の学び方です。私が子ど

もの頃は、「私はテニスができます。」を英語で学ぶ場合、主語「Ｉ」の後ろにまず助動詞

のｃａｎを書いて、その後に動詞のｐｌａｙが来て、最後に名詞が来る。プレイのＬがＲに

ならないように、テニスのつづりはＮが２個続くという感じで授業での説明があり、この

表現を覚えるために必死にノートに書くというような流れでした。もちろん現在において

も、中学校、高校段階でより詳しく英語で説明したり、長い英文を読んだりするとなった場

合、複雑な文法を習得するためにはそういった学習方法も必要になってくると思います。

ですが、特に小学校段階では、「Ｉ ｃａｎ ｐｌａｙ ｔｅｎｎｉｓ．」「Ｉ ｃａｎ ｐｌ

ａｙ ｂａｓｅｂａｌｌ．」「Ｉ ｃａｎ ｐｌａｙ ｂａｓｋｅｔｂａｌｌ．」「Ｉ ｃａｎ 

ｐｌａｙ ｓｏｃｃｅｒ．」といった、子どもたちが「Ｉ ｃａｎ ｐｌａｙ ○○.」をたく

さん聞いて話すことで、自分ができるスポーツについて言うときは、「Ｉ ｃａｎ ｐｌａｙ

～.」を使うんだなと理解し、自分ができることを英語で言ってみたいな、みんなができる

ことは何だろう、先生やＡＬＴは何が得意かなという流れで、英語に慣れ親しみながら習

得していきます。まず、たくさん耳から聞く、そして声に出してみる。これを繰り返して

いった先に目で読むこと、手で書くことにも慣れ親しんでいく段階となっていきます。そ
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して英語が無機質な記号として子どもたちにインプットされるのではなく、コミュニケー

ションに向けた生きた文字として習得されることが大切です。「Ｉ ｃａｎ ｐｌａｙ～.」

の「Ｉ」はただ紙に書いてある「Ｉ」ではなく、担任が話せば担任の「Ｉ」であり、友達が

話せば友達の「Ｉ」であり、自分が話せば自分の「Ｉ」である。目的、場面、状況が明確に

なると、コミュニケーションをとる必然性が生まれていきます。 

 次のスライドをごらんください。では、実際の低学年の外国語活動の様子を紹介してい

きます。１年生でも、クラスルームイングリッシュを使って外国語活動の雰囲気づくりを

していきます。まず、授業が始まる前に、「Ｃｌｅａｎ ｕｐ ｙｏｕｒ ｄｅｓｋ．」と言っ

て机の上をきれいにさせます。「Ｈｅｌｌｏ，Ｍｒ．〇〇，ｈｏｗ ａｒｅ ｙｏｕ？」「Ｉ’

ｍ ｈａｐｐｙ．」「Ｉ’ｍ ｓｌｅｅｐｙ．」「Ｉ’ｍ ｈｕｎｇｒｙ．」「Ｉ’ｍ ｈｏｔ．」

そうして雰囲気づくりをしていきます。そして、「Ｒｏｃｋ ｓｃｉｓｓｏｒｓ ｐａｐｅ

ｒ，１，２，３！」でじゃんけんをして、勝った子が負けた子に「Ｈｏｗ ａｒｅ ｙｏｕ？」

で質問するといった簡単なやり取りもしています。席に戻るときは、「１，２，３，４」と

数え、英語の数え方を音声で浴びせていきます。 

 右の写真は、この日の学習「動物の言い方を知ろう」で、動物の絵カードが黒板に貼って

あります。授業者やＡＬＴと一緒に動物を英語で言っていきます。 

 次のスライドをごらんください。その後、「Ｗｈａｔ 〇〇 ｄｏ ｙｏｕ ｌｉｋｅ？」の

表現を使って、自分の好きなものを答えていきます。前回の授業では、色の言い方を知るた

め、「Ｗｈａｔ ｃｏｌｏｒ ｄｏ ｙｏｕ ｌｉｋｅ？」「Ｉ ｌｉｋｅ ｒｅｄ．」「Ｉ ｌ

ｉｋｅ ｂｌｕｅ．」などのやり取りをしました。今回は「Ｗｈａｔ ａｎｉｍａｌ ｄｏ ｙ

ｏｕ ｌｉｋｅ？」「Ｉ ｌｉｋｅ ｂｉｒｄｓ．」「Ｉ ｌｉｋｅ ｃａｔｓ．」といったよ

うに、簡単なやり取りをしながら楽しみました。このように低学年や中学年の外国語活動

では、音声中心に聞いたり話したりする活動をメインにして、英語に慣れ親しんでいます。 

 次のスライドをごらんください。続いて高学年の外国語の様子です。まず、この授業が行

われた日は７月 10 日でしたので、授業者は「Ｐｉｚｚａ ｄａｙ ｉｎ Ｂｒａｚｉｌ．」

といって、ブラジルの文化に触れて話をしました。その後、授業者が左側のスイーツやドリ

ンクの絵を見せながら、「Ｄｏ ｙｏｕ ｌｉｋｅ 〇〇？」「Ｙｅｓ Ｉ ｄｏ．」「Ｎｏ，

Ｉ ｄｏｎ’ｔ．Ｉ ｌｉｋｅ 〇〇．」といった、低中学年よりも一歩進んだやり取りを行っ

ていきます。席が近くの子とペアになって、「Ｈｅｌｌｏ，Ｉ ｌｉｋｅ 〇〇．」「Ｉ ｄ

ｏｎ’ｔ ｌｉｋｅ 〇〇．」のように、30 秒程度自分のことを伝え合う活動もしていまし
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た。そして、この授業では右の黒板に書いてある内容が学習の中心となります。自分のでき

ることを相手に伝えるというものです。 

 次のスライドをごらんください。子どもたちは自分のｉＰａｄでメモを作成し、その後

ペアごとに分かれて発表し合っていました。話している内容はｉＰａｄで録音することで

授業者も後で確認することができます。 

 次のスライドをごらんください。これが友達への発表に向けてｉＰａｄに書き込んだメ

モです。文字を丁寧に正しく書くことも大切ですが、自分の考えを発信したいという思い

を大切にする場合、多少つづりが違っていても、メモを書かせる活動も必要になります。ま

ず左側の写真ですが、「Ｉ ｃａｎ ○○．」を用いて、自分のできることを丸の中に書き、

さらにそこから関連する言葉を書き込んでいるのがわかります。例えば左上には「Ｉ ｃａ

ｎ ｐｌａｙ ｖｏｌｌｅｙｂａｌｌ．」とあり、その下につづりが多少違いますが、「ｒｅ

ｃｅｉｖｅ」と書いてあります。右上には、「Ｉ ｃａｎ ｐｌａｙ ｂａｓｅｂａｌｌ.」と

あり、その下に「ｃａｔｃｈｅｒ」と書いてあります。 

 次に右側のメモですが、スポーツができること、サッカーができること、サッカーの守備

が得意であることなどを英語で伝えるためのメモが書かれています。「ｓｐｏｒｔｓ」と

「ｓｏｃｃｅｒ」のつづりが違いますが、英語で相手に伝えるために頑張って書いたこと

がわかります。なお、つづりの間違いについては、ＡＬＴに聞いたり、授業者が気づいてタ

イミングを見て助言したりすることで解決していきます。 

 次のスライドをごらんください。先ほどから小学校では音声中心の学習から段階的に読

むこと、書くことにも慣れ親しんでいくとお伝えしています。このように、教員が書いた文

字や教科書に書かれている文字を書き写したり、選んで書いたりするという学習を高学年

で取り扱っていきます。また、文字の読み方が発音されるのを聞いて、活字体の大文字、小

文字を書く活動も取り入れています。 

 次のスライドをごらんください。ＡＬＴは子どもたちとのやり取りのほかに、教員と連

携して、写真のように学習環境を整えるサポートも行っています。 

 次のスライドをごらんください。先ほど指導室長からもご紹介のありました小学校４年

生のＴＯＫＹＯ ＧＬＯＢＡＬ ＧＡＴＥＷＡＹでの体験についても紹介させていただきま

す。子どもたち８人くらいでグループをつくり、１グループに１人のイングリッシュスピー

カーがついて、オールイングリッシュの環境でアトラクションエリアを回っていきます。

写真は左が薬局、真ん中が飛行機の機内、右は売店となります。自然と英語でのコミュニ



 

 

－13－ 

ケーションをとりたいと思える目的、場面、状況が揃ったすばらしい環境です。発達の段階

や学習経験からも、小学校４年生がＴＯＫＹＯ ＧＬＯＢＡＬ ＧＡＴＥＷＡＹを体験する

のによい時期となっています。 

 次のスライドをごらんください。最後に、英語教育のさらなる充実に向けてです。現在、

次期学習指導要領の改定に向けて、ワーキンググループでも様々な議論が行われています

が、異校種間の連携については、特に小学校段階の書くことの学びを中学校１年生にどの

ように引き継ぐかが注目されています。まずは小学校、中学校、高校の教員が他の校種の学

習内容や狙いをしっかりと把握すること。発達の段階に応じて十分な学びを保証すること

が大切です。また、ＡＩの時代で翻訳機も進化している中、改めて英語を使用して互いの考

えや気持ちを伝え合う意欲を持続させることも大切です。 

 本校では、小学校４年生の総合的な学習の時間の国際理解の単元で、ＪＩＣＡの方との

英語での交流や、その関連でタイの子どもたちとオンラインで話す機会を設けています。

各校においてもコミュニティスクールの取組を生かして、地域人材で外国籍の方や英語を

話せる方と交流をすることも考えられます。また、日本人学校に勤務している教員を頼り

に、現地の子どもたちと交流すると取組も考えられます。さらに、中野区では中学生がウェ

リントンとの交流を続けていますので、小学生もその機会を活用させていただくことも考

えられます。このようにして、今の時代に合った英語教育を今後も進めてまいります。 

 私からの報告は以上となります。 

田代教育長 

 ただいまの南台小学校の説明について、教育委員の皆様からご意見やご質問をお伺いい

たします。いかがでしょうか。 

伊藤委員 

 具体的な例を挙げていただいて、従来というか、随分、昔の文法中心の解説的な英語か

ら、体験的に自発的に話せる英語への教育の変化がすごく伝わってきて、ありがとうござ

いました。 

 その中でよく言われることだと思うのですが、書くことですとか、中学校ではどうして

も文法的なことも出てくるので、そういう書くことやその応用というところにどう滑らか

に接続していくかということがとても大事だと思うのですが、その点について、これから

もっとこういうことがあると子どもたちが滑らかにいくのではないかとか、もっとモチ

ベーションが高まるのではないかとか、何かお考えがあったら教えてください。 



 

 

－14－ 

南台小学校長 

 例えば、社会科の学習でも地理や歴史について、昔の時代から現代まで、小学校で学んだ

ことを中学校でも改めて学びますが、そのねらいは違います。 

 英語について、中学校の先生に聞くと、小学校で扱っている文法表現もかなり難しいも

のを扱っていると聞きます。しかし、先ほどお話をしたように、それは音声中心に学んでい

ますので、特に中学校１年生の４月、５月の段階で、小学校で学んだことを振り返りなが

ら、改めて中学校ではこういう学習をしていくのだよということを子どもたちと共有する

ことで、書くことなどの応用的な学習内容が、滑らかに子どもたちに浸透していくのでは

ないかと考えております。 

髙野委員 

 詳しい説明ありがとうございました。異校種間の連携や英語で発信したい相手を広げる

という表現がありましたけども、せっかく１人ずつｉＰａｄを持っていますので、これら

のＩＣＴ機器を利用して、離れたところや外国などと交流も広げていただければと思いま

す。 

南台小学校長 

 今、髙野委員からお話があったとおり、子どもたちのＩＣＴ機器を活用して、他国の子ど

もたちとつないで、時差の問題もあるのですが、そういった中で自分たちの日本の文化を、

違う国の子どもたちに伝えたいという思いを大切にした取組はこれからもできるかなと思

いますので、改めて活用してまいりたいと思います。 

平本委員 

 詳しいご説明をありがとうございました。私自身の学び方を振り返っても、西校長がおっ

しゃるとおり、正確な英語であるかどうかということにとらわれ過ぎて、話すことに対す

る心理的ハードルがとても高くなっていたなということを思い出しました。 

 今日のご説明をお聞きして、子どもたちが使える英語や、使ってみたいと思えるような

体験型の学習がとても増えていてよいなと思いました。実際に英語を使ってみる機会の設

定というのが子どもたちの楽しいという気持ちを引き出すということがよくわかりまして、

今後もそういった取組が増えていくといいなと思いました。 

 １点、質問です。資料の最後に、英語教育の充実に向けて発信したい相手を広げるという

部分がございまして、先ほど具体的な例も幾つかご紹介していただいたと思うのですけれ

ども、今、中野区はその地域性ということで、外国籍の方々も増えていらっしゃっていて、
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実際に学校の周りにも英語を使いたいと思う存在がいるのかなと思っております。ですの

で、ＡＬＴの先生の強みを生かしながら、外国籍の保護者とか地域の方々と日常的に交流

できるような仕掛けをつくっていくことなども考えられるのではないかなと思っています。 

 今、コミュニティスクールなどもすごく進んできていると思うので、何かそういったこ

とを活用しながら、地域の外国籍の皆様とも交流をしていくような取組というのが、もし

何か具体的に進んでいれば教えていただきたいなということと、もし考えていらっしゃる

ことがあったら教えていただきたいなと思っています。 

南台小学校長 

 今の平本委員からもお話がありましたとおり、コミュニティスクールを生かしたという

ことであれば、地域人材の中で、例えば外国籍の方とか、あと中野区の場合は大学も幾つか

ありますので、そういったところに来ている留学生と話をする、学生と話をするという、子

どもたちに近い年齢の方たちと交流するというのは一つ考えられるところかなと思ってお

ります。また、中野区では、ＡＬＴが中学校から順番にさらに充実してきているところです

ので、小中連携の取組等でそういった中学校のＡＬＴとか、普段話していない方と関わる

というような体験もより発展的に進めてまいりたいと思います。 

 以上です。 

岡本委員 

 私、今日もしかしたら英語で定例会をするのではないかと思ってドキドキしていたので

すけれども、日本語で助かりました。 

 お伺いしたいのですが、早いご家庭だと幼児期から英会話を習っていることもあると伺

います。どれくらいの子どもたちが英会話とか英語を、学校以外の場で習っているのかと

いうことを、もしもご存じでしたら教えてほしいです。 

 あとは、そういう子どもと全く英語に触れてこなかった子どもとでは、やっぱり最初の

スタートはちょっと違うのかなという気もしておりまして、何かそういったことを英語の

授業で工夫されていることがあれば教えてください。 

南台小学校長 

 地域差はあると思うのですが、まず英語のそういった習い事をやっているということで

言うと、５割はいかないと思うのですが、３、４割の子どもたちがある程度触れたことがあ

る。さらにその中で１割、２割の子どもたちは本当に英語に自信を持って英語の授業の中

でも自分が言いたいことをスムーズに英語で言えることが多いのではないかなと思ってい
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ます。 

 ただ、これは英語のことに限らず、例えば算数ですとか、体育ですとか、音楽ですとか、

ほかの教科でももともとのスタートラインが違う子どもたちがいる中で、学習を進めてい

くということがあります。流暢に英語を話せる子どもたちが、英語で表現したいのだけれ

ども伝え方がわからないという子どもたちの教え役になって教えながら、みんなが自分の

ことを英語で発信できるように協働的に学んでいくということは考えられます。普段から

そういった形で、どのレベルの子どもでも自信を持って英語を話せるように、小学校では

取り組んでいるところです。 

田代教育長 

 ほかにご意見やご質問ございますでしょうか。よろしいですか。 

 それでは西校長、ありがとうございました。 

 それでは続きまして、中野東中学校から説明をお願いいたします。 

中野東中学校長 

 区立中学校の英語教育における実践報告をさせていただきます。中野区立中野東中学校

長の津村と申します。よろしくお願いいたします。 

 スライドをごらんください。まず初めに、本日の報告の主な内容になります。本日は、今

年度から始まったＡＬＴの常駐勤務について、そして中学校１年生の宿泊学習イングリッ

シュキャンプについて、そして、英検対策についての３点を中心に発表をさせていただき

ます。 

 次のスライドをごらんください。まずはＡＬＴの授業での活用についてです。これまで

は常駐勤務ではなかったので、週によって、または曜日によってＡＬＴがいない日があり

ました。そのため、少人数授業の一部分のみを担当してもらい、担当する部分が終わったら

次の教室に移動してもらうというスポット的な活用だったわけですが、今年から常駐勤務

になりましたので、本校では１時間しっかりと一つの教室にいてもらい、授業中の様々な

場面で生徒と関わるようにしています。そのほか、パフォーマンステストをＡＬＴが行い、

その間に教員が学級での全体指導を進めるといったような体制も組みやすくなりました。 

 また、他校の教員の感想ですが、ＡＬＴに作成を依頼した教材の内容や質が大変よくなっ

たというような感想も聞いています。１日中学校に勤務していますので、空き時間はもち

ろんですが、放課後等の時間も活用して、ＡＬＴが自身の教材開発に取り組めるようになっ

た結果であると思っています。 
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 次のスライドをごらんください。次に授業以外での活用についてご説明いたします。本

校では昼休みの時間に「ＩＳＳ：インターナショナル・スペース・シップ」という場を設定

しています。生徒がゲーム、写真はジェンガをしているところですが、ゲームをしながら気

軽にＡＬＴと交流ができるようにしています。この場には、外国籍の生徒や帰国生徒だけ

ではなく、英語が苦手な生徒が来ることもありますので、それらの生徒でも対応できるよ

うに、それぞれの学年で学習した質問集のリストもテーブルに置いて、参加しやすくなる

ような工夫をしています。 

 次のスライドをごらんください。ほかの取組として、月に１回、金曜日の放課後に「国際

交流教室」を開設しています。本校は海外からの帰国生徒が多いという学校の特徴がござ

います。外国籍の生徒や帰国生徒が集まってゲームをしながら英語で交流をすることで、

学年やクラスを超えた人間関係が生まれることと英語力を維持することの二つを目的にし

ています。ここで行うゲームやクイズもＡＬＴが全て考えて準備しています。ＡＬＴが考

えたお題が出題され、そのお題についてグループごとに考えて答えるというようなゲーム

などをしています。 

 次のスライドをごらんください。そのほかの授業以外での活用について簡単にまとめて

あります。給食を生徒と一緒に食べながらコミュニケーションを図る。本校には英語部が

ありますので、週に２日活動している英語部の活動で指導をしてもらう。英検の一次試験

に受かった生徒を対象に、二次の面接試験の練習をしてもらう。そのほか、11 月の連合文

化発表会に出場する生徒のスピーチ指導を行うなどの活用をしています。また、これは他

校の例になりますが、校内に「ＡＬＴボード」というＡＬＴ専用の掲示板を設置して、海外

の様子や文化などいろいろな情報発信をしてもらっている学校もあります。その学校では

最近、生徒が足を止めてＡＬＴボードを見るようになったという報告も聞いております。 

 また、これは本校独自の事情になりますが、帰国生徒が多いため、帰国生徒枠で高校受験

をする生徒が一定数います。帰国生徒枠の受験では、高校によっては英語面接を設定して

いる高校がありますので、それらの高校を受験する生徒に対して、面接対策やアドバイス

等の指導もＡＬＴにお願いしています。 

 次のスライドをごらんください。二つ目のイングリッシュキャンプについてご説明いた

します。１年生が１泊２日で行う宿泊行事ですが、１日目の内容は主にこのようになって

います。まずは行きのバスの車内でＩＣＥ ＢＲＥＡＫとしてクイズなどのバスレクを行い

ます。軽井沢に到着してからは、Ｏｐｅｎｉｎｇ Ｃｅｒｅｍｏｎｙをレクホールで行いま
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す。上の写真がそれになります。その後、Ｗｏｒｌｄ Ｔｏｕｒというプログラムをやるの

ですが、グループごとにＡＬＴのブースを回って、それぞれのＡＬＴが担当する国の紹介

を聞いてまとめる活動です。内容は、その国の食事、食べ物、スポーツ、文化などを中心に

紹介します。 

 次のＥｎｇｌｉｓｈ Ｃｈａｌｌｅｎｇｅは英語のクイズやゲームにグループで回答を

するチームビルディングです。スライドでは、外で活動している園庭の写真がありますが、

これがＥｎｇｌｉｓｈ Ｃｈａｌｌｅｎｇｅです。たまたま天気がよくて比較的暖かかった

ので、外で行いました。チームで英語のお題やゲームに回答しながら、交流を深めるアク

ティビティです。次のＣｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓは、体を動かし

ながら英語に親しむ活動です。写真では、ピンポン玉リレーで反対側にＡＬＴが待ってい

て、英語で質問をされますので、それに答えないと自分のチームに戻れないという内容で

した。次の星空観察「Ｓｔａｒ Ｇａｚｉｎｇ」は、園庭に出て、スライドにある写真のよ

うに星空観察をします。天気がいいと見えるのですが、薄く雲がかかってしまうと見えづ

らいのがちょっと難点だと思っております。その後は、就寝までの間に翌日の個人発表で

行うＳｈｏｗ ＆ Ｔｅｌｌの準備をします。 

 次のスライドをごらんください。２日目の内容はこのようになります。Ｍｏｒｎｉｎｇ 

Ｍｅｅｔｉｎｇの後、朝食を済ませてから、Ｓｈｏｗ ＆ Ｔｅｌｌの練習をします。ＡＬＴ

と目を合わせながら話さなければいけないので、結構、生徒たちは緊張しながら練習しま

す。その後、Ｓｈｏｗ ＆ Ｔｅｌｌの本番が下の写真です。本番ではＳｈｏｗ ＆ Ｔｅｌｌ

をグループの仲間に向けて行います。そして、聞いているグループの仲間が、発表のジャッ

ジをするという仕組みになっています。基本的には原稿は読まないで、聴衆の目を見て話

すようになっていて、下の女子生徒は比較的前を向いてしっかりと発表ができていると思

います。その後は、Ｃｌｏｓｉｎｇ Ｃｅｒｅｍｏｎｙをして、復路のバス内で１泊２日を

振り返る活動を行います。 

 次のスライドをごらんください。イングリッシュキャンプの生徒の感想です。「コミュニ

ケーションが楽しかった」、「積極的に会話をした」、「外国人と話すことに抵抗感がなく

なった」など、８割を超える生徒が肯定的に回答していて、効果が出ていると思っておりま

す。 

 一方で、三角の回答ですが、「英語が聞き取れるようになった、あるいは話せるように

なった」という項目についてはそれほど高くはありませんでしたが、１泊２日のキャンプ
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なのでそれほど劇的に英語力が伸びるということはなかなか期待しづらいと思っています。

子どもたちは正直です。 

 続きまして、三つ目の英検についてです。まずは受験料を補助していただいていること

の効果ですが、生徒にとって英検は英語学習の成果を試す機会であり、また英語学習のモ

チベーションにもつながっています。高校受験でも、英検を持っていることで内申点に加

点をされる高校が多く、そのことは生徒も当然のように知っています。さらに、英検１級や

準１級になると、高校や大学に進学してからも一つの資格として活用することができます。

このような検定試験に家庭の経済状況に関係なく挑戦できるのは子どもたちにとって、と

てもすばらしいことだと考えております。 

 次のスライドは実際の英検の取得状況です。本校における今年度の第１回目終了、７月

の時点での状況は画面のとおりです。３年生は在籍が 140 名いますので、３級以上の取得

率は７月の時点では 63.5％となります。第２回目の英検の結果までが高校受験に関係しま

すので、そこでもかなりの生徒が受験をすると思われます。指導室長からの説明にもあり

ました目標の 80％に届くかどうかはギリギリかと思っています。 

 その他、北中野中学校での取組ですが、２回目の英検を３年生全員受験としていて、その

ために夏休みの宿題も英検対策を課すなどの取組をしている学校もあります。 

 続いて英検対策ソフト、ＵＧＵＩＳ ＡＩについてです。今年度、北中野中学校、中野中

学校、中野東中学校の３校で、５月から試験的に導入しているＡＩソフトです。Ｗｒｉｔｉ

ｎｇ対策やＳｐｅａｋｉｎｇ対策のほかに、授業では英文添削の機能を主に活用していま

す。スライドの写真にあるのは、「社内コンペのプレゼンテーション資料を英語でつくる」

という内容の課題ですが、生徒はＡＩソフトを使ってプレゼンテーション説明用の英文を

作成しています。 

 生徒の感想では、「添削だけではなく、文法の解説もしてくれるのがよい」や「よりよい

表現を教えてくれるのがいい」といった感想が聞かれています。また教員の感想では、「英

語を日本語にする翻訳機能でないのがよい」といった意見が聞かれました。実際の授業の

様子を見ていると、元となる英文がつくれない生徒に関しては、なかなかＵＧＵＩＳ ＡＩ

の活用は難しく、Ｇｏｏｇｌｅの翻訳機能を使ってます。 

 報告内容をまとめます。まずＡＬＴの常駐勤務については、より生きた英語、実践的な英

語を学ぶ機会につながっていると言えます。また、授業以外の様々な場で英語を学ぶこと

が可能になっています。二つ目のイングリッシュキャンプについては、英語力の向上とい
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う意味では、効果はそれほど大きくはないかもしれませんが、英語学習に対する意識の向

上、そして英語に対する抵抗感の軽減には大きく寄与していると考えます。三つ目の英検

補助と英検対策については、英語学習に関する成果の確認や意欲の向上といった側面と、

個別最適な英語学習を可能にしているという点で、大変有効であると考えています。 

 以上が中学校における英語学習の実践報告です。ご清聴ありがとうございました。 

田代教育長 

 ただいまの中野東中学校の説明につきまして、教育委員の皆様からご意見やご質問をお

伺いいたします。いかがでしょうか。 

伊藤委員 

 ご説明ありがとうございます。２点ございます。１点は、先ほど小学校での間違えてもい

いから話したいとか、表現したいという気持ちを大事にするというようなあり方からの接

続というような意味で、中学校でこういうことを大事にしていらっしゃるとか、従来のこ

とと違う評価も含めて、何か工夫をしていらっしゃるということがあったら教えていただ

きたいなと思いました。 

 もう一つは、非常に海外での生活も含めて英語に親しんでいらっしゃる生徒さんが多い

ということでありましたけれども、英語がそんなに得意ではないとか、ちょっと苦手意識

を持っているお子さんなどもいらっしゃるのかなと思うのですね。そうしたときに、そう

いったことがあっても、積極的に英語が学べるということについて、何か課題として感じ

られていることがあったら教えていただきたいなと思いました。 

 以上でございます。 

中野東中学校長 

 ご質問ありがとうございます。まずは、小学校からの接続についてのご質問ですが、中学

校でもスピーキングなどの発信する英語については、それほど正確さは求めておりません。

中学校１年生であればなおのことですが、とにかく発言する、発信するという行為を大切

にしていて、しっかりとした文章でなければいけないというような指導は授業の中では

行っておりません。ただ一方で、正しい英語をマスターしていくことも必要ですので、２年

生、３年生と学年が上がる中で、少しずつ正確な英語に修正していくような授業の組み方

をしております。 

 また、Ｗｒｉｔｉｎｇの指導については、比較的正しい英語を指導しやすい場面になり

ますので、そこでしっかりとした英語の文法的な知識を身につけさせるというような取組
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を行っています。 

 それから、英語があまり得意でない生徒についてですが、公立中学校ですので、英語が苦

手な生徒ももちろんいるわけで、そういう生徒たちにとっては、クラスの中に何人かいる

帰国生徒や外国籍の生徒が英語をすごく流暢に話したり、ＡＬＴと普通に会話をしたりす

る姿を見ることが一つのモチベーションになっています。英語を頑張って、「自分もああい

うふうになりたいな」と感じる中で頑張ろうという気持ちになっているようです。また、ど

うしても英語が苦手でどうにもならないという生徒には、英語科の教員が放課後に補習を

行ったりもしています。この夏休みにも学力補充教室を行って、そこに参加をさせること

で、苦手な子どもたちの英語力を底上げする取組を行っています。 

 以上です。 

髙野委員 

 ご説明ありがとうございました。２点、お伺いしたいのですが、ＡＬＴが常駐勤務になり

まして、授業時間だけでなくて授業外もいろいろ参加されているということで非常によい

と思います。英語部だけではなく、ほかの部活動であるとか、授業に関しても英語以外の授

業とかでもし参加しているものがあれば教えてください。 

 また、最後に説明していただいたＵＧＵＩＳ ＡＩなのですけども、導入している学校、

導入していない学校はありますが、それによって成績の差は、まだ出ていないでしょうか。 

中野東中学校長 

 ご質問ありがとうございます。まずはＡＬＴの活用についてですが、昼休みにＩＳＳを

開設しているというお話をさせていただきました。もちろん、そこに子どもたちが遊びに

来るときはそこで対応するのですが、曜日によっては生徒が来ない曜日もあり、そういう

ときは本校のＡＬＴはすぐ校庭に出ます。校庭に出て、子どもたちとドッジボールをやっ

たり、サッカーをやったりというような活動も行っていますので、そこでのコミュニケー

ションが生まれています。また、本校のＡＬＴは非常にサッカーが上手で、放課後、教材づ

くりや国際交流教室がない日には、サッカー部の活動に参加して、子どもと一緒に活動し

ています。ただ、現状、英語以外の授業にＡＬＴが入っているというような事例はございま

せん。 

 ＵＧＵＩＳ ＡＩの活用についてですが、実際は今年度の５月から運用が始まったソフト

でございますので、正直なところ、試験的な導入をしている３校とそれ以外の６校との間

で差が出ているかどうかというところまでは、わかりません。 
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 以上です。 

岡本委員 

 先ほど指導室長からデジタル教科書についてご説明がありましたが、中野東中学校では、

どんな活用状況でいらっしゃるか教えてください。 

中野東中学校長 

 ご質問ありがとうございます。デジタル教科書はもちろん活用させていただいておりま

す。基本的には、教員が電子黒板で写して、必要に応じては子どもたちも手元で見るなどの

活用を行っています。そのほか、自宅での学習にも活用しているようです。教科書ですの

で、授業のベースにはなりますが、本校の英語科の教員は指導力の高い教員ですので、教科

書の課題に触れながら、独自の教材等もいっぱい用意をして、教科書とうまく組み合わせ

た指導を行ってます。 

 以上です。 

平本委員 

 質問が２点ございます。 

 １点目は、ＡＬＴの常駐勤務によって、英語を使った活動の選択肢や幅が広がったのは

とてもよいなと思ったのですけれども、ＡＬＴ側や学校からの発案以外に、何か子どもた

ちの声や意見を反映させて取り組んでいることがあるのかということを、もう少しお聞き

したいなと思いました。趣旨としては、帰国生徒も多いということで、英語学習により子ど

もたちの意見を反映できる、工夫できる余地が結構あるのかなと思いましたので、もし何

か実例や考えていることがあったらお聞きしたいなということです。 

 ２点目は、小学校との接続という話が今あったと思うのですけれども、接続とはまた少

し観点を変えて、小学校と中学校との交流とか連携みたいな形で何か事例があるのか、あ

るいは考えていることがあるのか、接続にも近いのかもしれないのですが、もっとお互い

に交流し合って、英語を使って何かをやっていくような取組ができそうなのか、やってい

らっしゃるのかというあたりを少しお聞きできればなと思いました。 

中野東中学校長 

 ご質問ありがとうございます。まずはＡＬＴの活用についてですが、子どもたちからＡ

ＬＴにこんな活動をしてほしいというようなアンケートをとったり、意見を聴取したりと

いうことは、残念ながらまだ行ってませんが、帰国生徒枠で高校を受験する生徒の英語面

接の指導をしている取り組みは、何年か前に生徒から教員にリクエストがあって始まった
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ことになります。そういう意味でも、ＡＬＴがいない日があると、生徒からそのようなオ

ファーがあった際に応えてあげられなかったりするので、今年度から常に学校にＡＬＴが

いられる体制を組んでくださっていることは、いつどこで子どもたちからリクエストが来

ても、柔軟に対応できる状況がつくれていると思っております。 

 ２点目の小学校との接続を意識したやり取りや行事についてですが、英語に特化した交

流や行事は今のところ実施できておりません。ただし、オープンキャンパスで授業を見学

する際には、当然、英語の授業もあって、ＡＬＴが入っている授業もやっておりますので、

英語の授業の様子は十分に見ていると思います。また、小学校６年生が中学校の授業を体

験するオープンキャンパスの２回目のときにも、ＡＬＴが英語の授業に入ることが可能に

なりますので、そういった場面で小学校から中学校へのつながりが図られていると思って

おります。 

 以上でございます。 

岡本委員 

 さっきデジタル教科書について伺いまして、今、ご説明いただいたことはデジタル教科

書でないとできないのか、紙の教科書でも、先生方が教材を工夫することで実現可能な授

業なのか、いかがでしょうか。 

中野東中学校長 

 ご質問ありがとうございます。紙の教科書ではやりづらいことが多いと思います。例え

ば、教科書の本文の授業のときなどは、教員が電子黒板にデジタル教科書の本文を映しな

がら、そこに画面上で線を引いたり書き込んだりできますので、生徒たちはそれを見なが

ら、自分の手元の教科書で学習を進めることができます。また、デジタル教科書は音声の読

上げ機能がありますので、家で一人で勉強するときに本文が読めないとか、単語の発音が

わからないということがあっても音声で聞くことができますので、自学、自習をする上で

は段違いのアドバンスがあると思っております。紙の教科書の良さももちろんあると思い

ますが、様々な活動がデジタル教科書ではやりやすく、効果が高くなると思っております。 

 以上でございます。 

田代教育長 

 ほかに追加でご意見、ご質問ございますでしょうか。よろしいですか。 

 それでは、本日のテーマにつきまして、それぞれの発表と協議を一通り行いましたが、指

導室長からの説明も含めて、全体を通して、教育委員の皆様からご意見やご質問がありま
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したらお伺いしたいと思います。 

 ご発言はございますでしょうか。 

伊藤委員 

 お話の中には直接あまりなかったのですが、こういったいろいろな取組を支えてくださ

る先生方も大変努力してくださっているのかなと思っております。ぜひ、先生方も英語力

をブラッシュアップできるような、そういう研修体制をさらに整えていっていただけると

ありがたいなと、感想ですけれども、思いました。 

 以上でございます。 

田代教育長 

 ほかに教育委員の皆様からございますでしょうか。よろしいですか。 

 それでは協議を終了いたします。 

 ここで会議を一旦休憩して、傍聴者の方々からもご意見などを伺いたいと思います。 

 それでは、会議を休憩いたします。 

（休憩 午後８時 07 分） 

（再開 午後８時 13 分） 

田代教育長 

 会議を再開いたします。 

 それでは、会議を終了するにあたり、私のほうからまとめさせていただきます。 

 本日は、英語教育の充実をテーマに貴重な報告と活発なご協議をいただき、ありがとう

ございました。英語教育の目的は、単に知識や技能を身につけることにとどまりません。子

どもたちが英語を通して異なる文化や価値観に触れ、自らの考えを伝えながら、他者と協

力し合い、協働していく力を育むことに大きな意義があると考えております。 

 本日の協議では、小学校段階で育まれた、英語を使ってみたい、外国の方と交流してみた

いという意欲を、中学校においてさらに伸ばしていくことの重要性が確認されました。ま

た、子どもたちが実際に英語を使う場面や機会を充実させることが学習への意欲や自己肯

定感の向上につながることについても改めて認識を共有できたものと受け止めております。 

 また、傍聴の方々からも、英語教育の充実について様々な視点からご意見をいただき、あ

りがとうございました。英語教育については、学力の向上やコミュニケーション能力の育

成、国際理解の推進など多くの観点から議論をすることができます。本日の協議において

も様々な意見がございましたが、共通していたのは、子どもたちが英語を通して自信を持
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ち、世界の多様な人々とつながる力を育んでほしいという願いであったと受け止めており

ます。 

 英語は試験のためだけに学ぶものではなく、自分の考えを伝え、相手を理解するための

大切な手段の一つだと思っています。そのためには、授業での学習だけでなく、実際に英語

を使い、伝わる喜びや、新たな発見を実感できる機会を充実させていくことが重要である

と考えております。また、英語が得意な子どもも苦手な子どもも、それぞれが成長を実感し

ながら、学び続けられる環境を整えていくことも教育委員会の重要な役割だと思っており

ます。 

 中野区は、多様な文化背景を持つ方々がともに暮らすまちです。そのような環境の中で

育つ子どもたちが、英語を学ぶものから使うものとして実感し、自信を持って未来を切り

開いていけるよう、教育委員会としても引き続き、英語教育の充実に努めてまいります。本

日はありがとうございました。 

 それでは最後に、事務局から次回の開催について報告をお願いいたします。 

子ども・教育政策課長 

 次回の教育委員会定例会は８月 21 日金曜日午前 10 時から、区役所７階教育委員会室に

て実施いたします。 

 なお、諸事情により、急遽休会になる場合がございます。中野区のホームページにてご確

認をお願いいたします。 

田代教育長 

 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 これをもちまして、教育委員会第 19 回定例会を閉じさせていただきます。ありがとうご

ざいました。 

午後８時 17 分閉会 


